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要 旨  1  

【 目 的 】 経 上 腕 動 脈 法 で 大 動 脈 弓 を 経 由 す る こ と な く 6F r ガ イ デ ィ2  

ン グ シ ー ス を 誘 導 し た 右 頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 の 2 例 に つ い て 報 告3  

す る ．  4  

【 症 例 1】 72 歳 男 性 ． 右 無 症 候 性 頚 動 脈 狭 窄 症 に 対 し て ス テ ン ト 留5  

置 術 を 予 定 し た ． 両 側 大 腿 動 脈 狭 窄 及 び 腕 頭 動 脈 狭 窄 を 認 め ， 右 鎖6  

骨 下 動 脈 と 右 総 頚 動 脈 の 角 度 が 急 峻 な た め ， ピ ッ グ テ ー ル 型 に 先 端7  

形 成 し た 5F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル を 用 い て 経 上 腕 動 脈 法 で 大 動 脈8  

弓 内 操 作 を 行 わ な い 頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 を 施 行 し た ．  9  

【 症 例 2】 66 歳 男 性 ． 右 症 候 性 頚 動 脈 狭 窄 症 に 対 し て ス テ ン ト 留 置1 0  

術 を 予 定 し た ． 胸 部 大 動 脈 瘤 及 び 腕 頭 動 脈 狭 窄 を 認 め ， 右 鎖 骨 下 動1 1  

脈 と 右 総 頚 動 脈 の 角 度 が 急 峻 な た め ， ピ ッ グ テ ー ル 型 に 先 端 形 成 し1 2  

た 5F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル を 用 い て 経 上 腕 動 脈 法 で 大 動 脈 弓 内 操1 3  

作 を 行 わ な い ス テ ン ト 留 置 術 を 施 行 し た ．  1 4  

【 結 論 】 経 上 腕 動 脈 法 で の 右 頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 に お け る 6F r ガ1 5  

イ デ ィ ン グ シ ー ス の 右 総 頚 動 脈 へ の 直 接 誘 導 で は ， ピ ッ グ テ ー ル 型1 6  

に 先 端 形 成 し た 5F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル の 使 用 が 有 用 で あ っ た ．  1 7  

 1 8  

              本 文  1 9  

【 緒 言 】  2 0  

経 上 腕 動 脈 法 で の 頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 （ ca r o t i d  a r t e r y  2 1  

s t e n t i n g； C A S）で は シ モ ン ズ 型 の カ テ ー テ ル を 使 用 し ，ガ イ デ ィ ン2 2  

グ シ ー ス を 進 め る ． そ の 際 ， 大 動 脈 弓 内 で の カ テ ー テ ル 操 作 を 行 い2 3  

シ モ ン ズ 型 カ テ ー テ ル の 先 端 を 形 成 す る ． 様 々 な 要 因 に よ り 大 動 脈2 4  
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弓 内 で の 操 作 を 避 け た い 場 合 に は ， 右 側 病 変 で は 鎖 骨 下 動 脈 か ら 総2 5  

頚 動 脈 に 直 接 ガ イ ド ワ イ ヤ ー や カ テ ー テ ル を 進 め る こ と で 施 行 で き2 6  

る が ， 両 動 脈 の な す 角 度 に よ っ て は 直 接 誘 導 が 困 難 な 場 合 も 存 在 す2 7  

る ． ピ ッ グ テ ー ル 型 に 先 端 形 成 し た 5F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル を 用2 8  

い る こ と で 施 行 可 能 で あ っ た 症 例 を 経 験 し た た め 報 告 す る ．  2 9  

 3 0  

【 症 例 1】  3 1  

患 者 ： 72 歳 ， 男 性  3 2  

主 訴 ： 物 忘 れ  3 3  

既 往 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し  3 4  

現 病 歴 ： 物 忘 れ の 精 査 で 両 側 無 症 候 性 頚 動 脈 狭 窄 症 を 認 め た ． 右 側3 5  

病 変 は NA S C E T 8 0 %狭 窄 （ Fi g .  1 A） で あ り ， CA S を 行 う こ と と し た ．3 6  

術 前 CT 血 管 造 影 （ Fi g .  1 B， 1 C） に て 両 側 大 腿 動 脈 狭 窄 ， 腕 頭 動 脈  3 7  

の 中 等 度 狭 窄 を 認 め た た め ， 経 上 腕 動 脈 法 で 大 動 脈 弓 内 操 作 を 行 わ3 8  

な い ス テ ン ト 留 置 術 を 施 行 す る 方 針 と し た ． 鎖 骨 下 動 脈 と 総 頚 動 脈3 9  

部 の な す 角 度 が 急 峻 で あ り （ Fi g .  1 C）， 総 頚 動 脈 の 直 接 選 択 は 困 難4 0  

で あ る と 予 想 さ れ た ．  4 1  

神 経 学 的 所 見 ： 異 常 な し  4 2  

血 管 内 手 術：右 上 腕 動 脈 に 6F r シ ャ ト ル シ ー ス (C o o k  M e d i c a l  I n c .  ,  4 3  

B l o o m i n g t o n ,  I N ,  U S A )を 挿 入 し ， 4/ 6 F r  J B 2  型 カ テ ー テ ル （ メ デ ィ4 4  

キ ッ ト ， 東 京 ） を  0 . 0 3 5  i n c h  × 1 8 0  c m  R a d i f o c u s  g u i d e w i r e（ テ4 5  

ル モ ， 東 京 ） を 用 い て 直 接 右 総 頚 動 脈 へ の 誘 導 を 試 み る も 右 鎖 骨 下4 6  

動 脈 と 右 総 頚 動 脈 の 角 度 が 急 峻 な た め ガ イ ド ワ イ ヤ ー の 挿 入 が 不 可4 7  

能 で あ っ た ．5F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル 12 5 c m（ メ デ ィ キ ッ ト ，東 京 ）4 8  
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を 2 重 巻 き に し 、 ス チ ー ム シ ェ イ プ す る こ と で ， 先 端 形 状 を ピ ッ グ4 9  

テ ー ル 型 に し て か ら（ Fi g . 2）使 用 し た と こ ろ ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 外 頚5 0  

動 脈 に 誘 導 可 能 と な っ た ． セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル も 総 頚 動 脈 へ 挿 入5 1  

し ，6F r シ ャ ト ル シ ー ス を 同 軸 に 進 め ，右 総 頚 動 脈 に 留 置 で き た（ Fi g .  5 2  

3 A，3 B，3 C  ）．塞 栓 防 止 デ バ イ ス と し て Ca r o t i d  G u a r d W i r e  P S  2 0 0 c m5 3  

（ Me d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  U S A ） を 用 い た ． Av i a t o r  P l u s  5 4  

4 m m x 3 0 m m（ C o r d i s ,  B r i d g e w a t e r ,  N J ,  U S A）で 前 拡 張 を 行 い ，Ca r o t i d   5 5  

W a l l s t e n t  1 0×3 1 m m（ B o s t o n  S c i e n t i f i c ,  N a t i c k ,  M A ,  U S A） を 留5 6  

置 し ，  R x  G e n i t y  4 . 5 m m×4 0 m m  (カ ネ カ メ デ ィ ッ ク ス ， 大 阪 )で 後 拡5 7  

張 を 行 っ た ． 右 内 頚 動 脈 は 良 好 な 拡 張 を 得 た （ Fi g .  3 D， 3 E）． 右 上5 8  

肢 を シ ー ネ 固 定 し て 安 静 を 保 っ た う え で シ ー ス は 留 置 し た ま ま に し 、5 9  

術 翌 日 に 抜 去 し て 20 分 以 上 の 用 手 的 圧 迫 に よ り 止 血 し た ．術 後 経 過6 0  

は 良 好 で 神 経 症 状 の 出 現 は な く 自 宅 退 院 し た ．  6 1  

 6 2  

【 症 例 2】  6 3  

患 者 ： 66 歳 ， 男 性  6 4  

主 訴 ： 左 上 下 肢 脱 力  6 5  

既 往 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し  6 6  

現 病 歴：左 上 下 肢 脱 力 の 精 査 で 右 脳 梗 塞 と 右 内 頚 動 脈 狭 窄 を 認 め た ．6 7  

N A S C E T 9 5 %狭 窄 （ Fi g .  4 A） で あ り ， CA S を 行 う こ と と し た ． 術 前 CT6 8  

血 管 造 影（ Fi g .  4 B）に て 胸 部 大 動 脈 瘤 ，腕 頭 動 脈 の 中 等 度 狭 窄 を 認6 9  

め た た め ， 経 上 腕 動 脈 法 で 大 動 脈 弓 内 操 作 を 行 わ な い ス テ ン ト 留 置7 0  

術 を 施 行 す る 方 針 と し た ． 鎖 骨 下 動 脈 と 総 頚 動 脈 部 の な す 角 度 が 比7 1  

較 的 急 峻 で あ り （ Fi g .  4 C）， 総 頚 動 脈 の 直 接 選 択 は 困 難 で あ る と 予7 2  
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想 さ れ た ．  7 3  

神 経 学 的 所 見 ： 異 常 な し  7 4  

血 管 内 手 術：右 上 腕 動 脈 に 6F r シ ャ ト ル シ ー ス (C o o k  M e d i c a l  I n c .  ,  7 5  

B l o o m i n g t o n ,  I N ,  U S A )を 挿 入 し ， 4/ 6 F r  J B 2  型 カ テ ー テ ル （ メ デ ィ7 6  

キ ッ ト ， 東 京 ） を  0 . 0 3 5  i n c h  × 1 8 0  c m  R a d i f o c u s  g u i d e w i r e（ テ7 7  

ル モ ， 東 京 ） を 用 い て 直 接 右 総 頚 動 脈 へ の 誘 導 を 試 み る も 右 鎖 骨 下7 8  

動 脈 と 右 総 頚 動 脈 の 角 度 が 比 較 的 急 峻 な た め ガ イ ド ワ イ ヤ ー の 挿 入7 9  

が 不 可 能 で あ っ た  . 5 F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル 12 5 c m（ メ デ ィ キ ッ ト ，8 0  

東 京 ） の 先 端 形 状 を ピ ッ グ テ ー ル 型 に ス チ ー ム シ ェ イ プ し て か ら8 1  

（ Fi g . 2）使 用 し た と こ ろ ，ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 外 頚 動 脈 に 誘 導 可 能 と8 2  

な り ， セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル も 総 頚 動 脈 へ 挿 入 し ， 6F r シ ャ ト ル シ8 3  

ー ス を 同 軸 に 進 め ，右 総 頚 動 脈 に 留 置 し た（ Fi g .  5 A， 5 B， 5 C）． 6F r  8 4  

O p t i m o（ 東 海 メ デ ィ カ ル ，愛 知 ）を シ ャ ト ル シ ー ス 内 に 挿 入 し ，Op t i m o8 5  

の バ ル ー ン を 拡 張 ． pr o x i m a l  p r o t e c t i o n を し な が ら ， Ca r o t i d  8 6  

G u a r d W i r e  P S  3 0 0 c m（ M e d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  U S A） で le s i o n  8 7  

c r o s s し た ． Ca r o t i d  G u a r d W i r e  の バ ル ー ン を 内 頚 動 脈 遠 位 で 拡 張8 8  

さ せ ， di s t a l  p r o t e c t i o n を 完 成 さ せ た 後 に Ca r o t i d  G u a r d W i r e  P S8 9  

を 残 し な が ら 6F r  O p t i m o を 抜 去 し た ．  9 0  

R x  G e n i t y  4 m m×3 0 m m  (カ ネ カ メ デ ィ ッ ク ス ， 大 阪 )で 前 拡 張 を 行 っ9 1  

た ．Ca r o t i d   W a l l s t e n t  1 0×3 1 m m（ B o s t o n  S c i e n t i f i c ,  N a t i c k ,  M A ,  9 2  

U S A） を 留 置 し ， Rx  G e n i t y  4 . 5 m m×4 0 m m  (カ ネ カ メ デ ィ ッ ク ス ， 大9 3  

阪 )で 後 拡 張 を お こ な っ た ．右 内 頚 動 脈 は 良 好 な 拡 張 を 得 た（ Fi g . 5 D，9 4  

5 E）．右 上 肢 を シ ー ネ 固 定 し て 安 静 を 保 っ た う え で シ ー ス は 留 置 し た9 5  

ま ま に し 、術 翌 日 に 抜 去 し て 20 分 以 上 の 用 手 的 圧 迫 に よ り 止 血 し た ．9 6  
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術 後 ， 過 灌 流 に よ る 少 量 の く も 膜 下 出 血 を 認 め た が ， 血 圧 管 理 を 行9 7  

い ， 神 経 症 状 の 出 現 は な く 独 歩 退 院 し た ．  9 8  

 9 9  

【 考 察 】  1 0 0  

両 側 大 腿 動 脈 狭 窄 や 腹 部 大 動 脈 瘤 な ど の 理 由 に よ り 経 大 腿 動 脈 法1 0 1  

に よ る CA S が 困 難 な 場 合 ，経 上 腕 動 脈 法 で の CA S が 選 択 さ れ る 1 - 3 )．1 0 2  

経 上 腕 動 脈 法 で は 大 動 脈 弓 内 で シ モ ン ズ 型 カ テ ー テ ル の 操 作 を 伴 う1 0 3  

が ， 腕 頭 動 脈 狭 窄 や 胸 部 大 動 脈 瘤 ， 大 動 脈 弓 部 人 工 血 管 置 換 術 後 ，1 0 4  

大 動 脈 弓 部 高 度 動 脈 硬 化 な ど が あ る 場 合 に は 右 鎖 骨 下 動 脈 か ら 右 総1 0 5  

頚 動 脈 に 直 接 ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル を 誘 導 し て C A S を 行 う 必 要 が1 0 6  

あ る ． 症 例 1 で は 両 側 大 腿 動 脈 狭 窄 と 腕 頭 動 脈 起 始 部 狭 窄 ， 症 例 21 0 7  

で は 胸 部 大 動 脈 瘤 と 腕 頭 動 脈 起 始 部 狭 窄 を 認 め ， 右 鎖 骨 下 動 脈 か ら1 0 8  

右 総 頚 動 脈 へ の デ バ イ ス 誘 導 が 必 要 で あ っ た が ， 両 症 例 と も 鎖 骨 下1 0 9  

動 脈 と 総 頚 動 脈 部 の な す 角 度 が 急 峻 で あ り ， ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス の1 1 0  

総 頚 動 脈 へ の 誘 導 が 困 難 で あ っ た ． 経 上 腕 動 脈 法 に よ る CA S の た め1 1 1  

の 工 夫 と し て ， 外 頸 動 脈 に Ca r o t i d  G u a r d W i r e  P S を 挿 入 し ， サ ポ ー1 1 2  

ト 力 を 向 上 す る こ と 4）や 先 端 7. 5 c m で 屈 曲 し た ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス1 1 3  

の 利 用 方 法 5） な ど が 報 告 さ れ て い る が ，見 崎 ら は ，ピ ッ グ テ ー ル カ1 1 4  

テ ー テ ル に よ る 大 動 脈 弓 内 操 作 を 伴 わ な い ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス の 誘1 1 5  

導 法 を 報 告 し た 6 )． ピ ッ グ テ ー ル カ テ ー テ ル に ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 挿1 1 6  

入 す る と 反 転 方 向 へ 進 め る こ と が 可 能 で あ り ， 急 峻 な 角 度 で の ガ イ1 1 7  

ド ワ イ ヤ ー の 通 過 に 応 用 し て い る ． し か し ， 同 報 告 で は ガ イ ド ワ イ1 1 8  

ヤ ー を Ha l f s t i f f へ 変 更 す る こ と や カ テ ー テ ル 交 換 を 用 い て 5F r  1 1 9  

A x c e l g u i d e  s t i f f  J l（ メ デ ィ キ ッ ト ， 東 京 ） を 付 属 の 5F r  S Y 21 2 0  
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（ メ デ ィ キ ッ ト ， 東 京 ） と 同 軸 に し て 誘 導 し て お り ， 手 技 が 煩 雑 と1 2 1  

な る 可 能 性 が あ る ． そ こ で 我 々 は ， ビ ッ グ テ ー ル 型 に 先 端 形 成 し た1 2 2  

5 F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル を 用 い る こ と と し た ．5F r セ ル リ ア ン カ テ1 2 3  

ー テ ル は ， 全 長 に わ た る  5 段 階 の 柔 軟 性  構 造 に よ り 支 持 性 能 ， 追1 2 4  

従 性 能 と も に 高 い 特 徴 が あ る 7 )． 本 症 例 で も ， ピ ッ グ テ ー ル 型 に 先1 2 5  

端 形 成 し た 5F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル を 用 い て ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 鎖1 2 6  

骨 下 動 脈 か ら 直 接 総 頚 動 脈 に 誘 導 し ， セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル も 総 頚1 2 7  

動 脈 へ 挿 入 し ，6F r ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス を 同 軸 に 進 め る こ と が で き ，1 2 8  

ガ イ ド ワ イ ヤ ー 交 換 や カ テ ー テ ル 交 換 の 必 要 が な く ， シ ン プ ル に 手1 2 9  

技 を 行 え た ．  1 3 0  

経 上 腕 動 脈 法 で の CA S は 大 動 脈 内 の カ テ ー テ ル 操 作 が 少 な く ， コ1 3 1  

レ ス テ ロ ー ル 塞 栓 症 発 生 の 軽 減 に つ な が る こ と が 報 告 さ れ て い る 8 )．1 3 2  

大 動 脈 プ ラ ー ク が 多 い 症 例 や コ レ ス テ ロ ー ル 塞 栓 症 が 既 往 に あ る よ1 3 3  

う な 場 合 に は 有 用 な 方 法 で あ り ， 大 動 脈 弓 内 操 作 を 伴 わ ず ， 総 頚 動1 3 4  

脈 を 直 接 選 択 す る こ と で 更 な る コ レ ス テ ロ ー ル 塞 栓 症 発 生 の リ ス ク1 3 5  

軽 減 が 期 待 で き る と 考 え ら れ る ．  1 3 6  

上 腕 動 脈 ア プ ロ ー チ に よ る CA S の 合 併 症  と し て 上 腕 動 脈 損 傷 に1 3 7  

よ る 上 肢 の 重 篤 な 虚 血 9） や  正 中 神 経 障 害 1 0 ） が 報 告 さ れ て お り 注1 3 8  

意 が 必 要 で あ る ． 当 院 で は 止 血 機 器 は 使 用 せ ず ， 用 手 圧 迫 と し て い1 3 9  

る ． 術 翌 日 ま で 上 肢 を シ ー ネ 固 定 し ， 術 翌 日 に シ ー ス を 抜 去 ． 少 な1 4 0  

く と も 20 分 以 上 は 圧 迫 し て い る ．抜 去 後 は 6 時 間 程 度 弾 性 包 帯 で の1 4 1  

圧 迫 と 上 肢 の 安 静 を 課 し て い る ． こ れ ま で 大 き な 穿 刺 部 位 の 問 題 は1 4 2  

経 験 し て い な い ．  1 4 3  

今 回 の 症 例 で は ， 5F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル を 使 用 し た が ， 他 の1 4 4  
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症 例 で ， ピ ッ グ テ ー ル 型 に 先 端 形 成 し た 4F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル1 4 5  

を 試 し て み た ． し か し ， 4F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル で は 支 持 性 能 が1 4 6  

悪 く ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 反 転 方 向 へ 進 め る こ と が 困 難 で あ っ た ． し た1 4 7  

が っ て ，6F r ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス を 総 頚 動 脈 へ 誘 導 す る た め に は 5F r1 4 8  

セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル が 有 用 で あ っ た ． し か し ， 他 の 5F r カ テ ー テ1 4 9  

ル や 6F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル が 有 用 な 可 能 性 も あ り ， 誘 導 困 難 例1 5 0  

で は ， 試 し て み る と よ い か も し れ な い ．  1 5 1  

【 結 語 】  1 5 2  

 経 上 腕 動 脈 法 で の 右 頚 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 に お け る 大 動 脈 弓 内 操1 5 3  

作 を 伴 わ な い 6F r ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス の 誘 導 方 法 を 報 告 し た ． ピ ッ1 5 4  

グ テ ー ル 型 に 先 端 形 成 し た 5F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル の 使 用 が 有 用1 5 5  

で あ っ た ．  1 5 6  

 1 5 7  

 筆 者 は 日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学 会 へ の CO I 自 己 申 告 を 完 了 し て お1 5 8  

り ， 本 論 文 の 発 表 に 関 し て ， 開 示 す べ き CO I は な い ．  1 5 9  

 1 6 0  
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a r t e r y  s t e n t i n g :  a  f e a s i b i l i t y  s t u d y .  C a t h e t e r  C a r d i o v a s c  1 6 3  

I n t e r v．  2 0 0 7； 6 9： 3 5 5－ 3 6 1．   1 6 4  

2 ) N a n t o  M ,  T s u u r a  M ,  T a k a y a m a  M ,  e t  a l .  C a r o t i d  a r t e r y  s t e n t i n g  1 6 5  

v i a  a  t r a n s b r a c h i a l  a r t e r y :  t e c h n i q u e s  a n d  p r o b l e m s．  N o  1 6 6  

S h i n k e i  G e k a  2 0 0 7； 3 5 :  1 5 5 - 1 6 0．  1 6 7  
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3 ) H a y a s h i  K ,  K i t a g a w a  N ,  M o r i k a w a  M ,  e t  a l .  C a r o t i d  a r t e r y  1 6 8  

s t e n t i n g  u s i n g  t h e  t r a n s b r a c h i a l  a p p r o a c h :  t e c h n i c a l  c a s e  1 6 9  

r e p o r t． N o  S h i n k e i  G e k a .  2 0 0 8 ;  3 6 ( 3 ) : 2 3 3 - 2 3 7 .  1 7 0  

4 ) W u  C J ,  C h e n g  C I ,  H u n g  W C ,  e t  a l .  F e a s i b i l i t y  a n d  s a f e t y  o f  1 7 1  

t r a n s b r a c h i a l  a p p r o a c h  f o r  p a t i e n t s  w i t h  s e v e r e  c a r o t i d  a r t e r y  1 7 2  

s t e n o s i s  u n d e r g o i n g  s t e n t i n g .  C a t h e t e r  C a r d i o v a s c  I n t e r v .  1 7 3  

2 0 0 6 ; 6 7 : 9 6 7 - 9 7 1 .   1 7 4  

5 ) I w a t a  T ,  M o r i  T ,  M i y a z a k i  Y ,  e t  a l .  I n i t i a l  e x p e r i e n c e  o f  a  1 7 5  

n o v e l  s h e a t h  g u i d e  f o r  t r a n s b r a c h i a l  c a r o t i d  a r t e r y  s t e n t i n g :  1 7 6  

t e c h n i c a l  n o t e .  J  N e u r o i n t e r v  S u r g  2 0 1 3 ; 5  S u p p l  1 : i 7 7 - 8 0 .   1 7 7  

6 ) M i s a k i  K ,  U c h i y a m a  N ,  M o h r i  M ,  e t  a l .  G u i d i n g s h e a t h  1 7 8  

c a n n u l a t i o n  u s i n g  a  p i g t a i l  c a t h e t e r  f o r  t r a n s b r a c h i a l  c a r o t i d  1 7 9  

a r t e r y  s t e n t i n g  w i t h o u t  i n t r a a o r t i c  m a n i p u l a t i o n .  J N E T  2 0 1 4；1 8 0  

8： 2 8 0－ 2 8 4  1 8 1  

7 ) K a t o  Y ,  I t o  Y ,  K i t a z a w a  K ,  e t  a l .  T r i p l e  c o a x i a l  s y s t e m  w i t h  1 8 2  

6 F r  C e r u l e a n  c a t h e t e r  D D 6 .  J N E T  2 0 1 3； 7 : 4 6 - 5 0  1 8 3  

8 ) O o m u r a  M ,  Y a m a d a  K ,  A n a n  C ,  e t  a l .  T r a n s b r a c h i a l  c a r o t i d  a r t e r y  1 8 4  

s t e n t i n g  c a n  p r e v e n t  r e n a l  c h o l e s t e r o l  e m b o l i s m .  I n t e r n  M e d  1 8 5  

2 0 1 4 ;  5 3 : 1 0 1 7 - 1 0 2 1 .   1 8 6  

9 ) C a s t r i o t a  F， C r e m o n e s i  A ,  M a n e t t i  R ,  e t  a l .  C a r o t i d  s t e n t i n g  1 8 7  

u s i n g  r a d i a l  a r t e r y  a c c e s s .  J  E n d v a s c  S u r g  1 9 9 9 ;  6 :  3 8 5－ 3 8 6．   1 8 8  

1 0 ) K i e m e n e i j  F ,  L a a r m a n  G J， O d e k e r k e n  D ,  e t  a l .  A  r a n d o m i z e d  1 8 9  

c o m p a r i s o n  o f  p e r c u t a n e o u s  t r a n s l u m i n a l  c o r o n a r y  a n g i o p l a s t y  b y  1 9 0  

t h e  r a d i a l ,  b r a c h i a l  a n d  f e m o r a l  a p p r o a c h e s： t h e  a c c e s s  s t u d y .  1 9 1  
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J  A m  C o l l  C a r d i o l  1 9 9 7； 2 9： 1 2 6 9－ 1 2 7 5．   1 9 2  

 1 9 3  

 1 9 4  

症 例 1  7 2 歳 男 性  1 9 5  

F i g . 1  1 9 6  

頚 部 3D - C T A（ A） ．  大 腿 動 脈 お よ び 大 動 脈 弓 3D - C T A（ B， C） ．  1 9 7  

A :右 内 頚 動 脈 に NA S C E T 8 0 %狭 窄 （ 大 矢 印 ） を 認 め た ． B,  C :両 側 大 腿1 9 8  

動 脈 狭 窄 ， 腕 頭 動 脈 の 中 等 度 狭 窄 （ 小 矢 印 ） を 認 め た ． 右 鎖 骨 下 動1 9 9  

脈 と 右 総 頚 動 脈 の な す 角 度 （ 矢 頭 ） が 比 較 的 急 峻 で あ っ た ．  2 0 0  

F i g . 2  2 0 1  

セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル の 形 成 方 法 （ A， B）  2 0 2  

A： ス チ ー ム シ ェ イ プ 前  2 0 3  

B： ス チ ー ム シ ェ イ プ 後  2 0 4  

F i g . 3  2 0 5  

術 中 透 視 画 像 （ A,  B ,  C） ． 術 前 右 総 頚 動 脈 撮 影 （ D） ． 術 後 右 総 頚2 0 6  

動 脈 撮 影 （ E）  2 0 7  

A，B，C :  ピ ッ グ テ ー ル 型 に 先 端 形 成 し た 5F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル2 0 8  

（ 大 矢 印 ） を 使 用 し ， ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 外 頚 動 脈 に 誘 導 し た （ 小 矢2 0 9  

印 ）． セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル と 同 軸 に し て 6F r ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス2 1 0  

（ 矢 頭 ） を 総 頚 動 脈 に 留 置 し た ．  2 1 1  

D， E :頚 動 脈 狭 窄 は 完 全 拡 張 し た ．  2 1 2  

 2 1 3  

症 例 2  6 6 歳 男 性  2 1 4  

F i g . 4  2 1 5  
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頚 部 3D - C T A（ A） ． 大 動 脈 弓 3D - C T A（ B， C） ．  2 1 6  

A :右 内 頚 動 脈 に NA S C E T 9 5 %狭 窄 （ 大 矢 印 ） を 認 め た ． B:胸 部 大 動 脈2 1 7  

瘤 （ 小 二 重 矢 印 ）， 腕 頭 動 脈 の 中 等 度 狭 窄 （ 小 矢 印 ） を 認 め た ． C:2 1 8  

右 鎖 骨 下 動 脈 と 右 総 頚 動 脈 の な す 角 度 (矢 頭 )が 比 較 的 急 峻 で あ っ た ． 2 1 9  

F i g . 5  2 2 0  

術 中 透 視 画 像 （ A,  B ,  C） ． 術 前 右 総 頚 動 脈 撮 影 （ D） ． 術 後 右 総 頚2 2 1  

動 脈 撮 影 （ E）  2 2 2  

A，B，C :  ピ ッ グ テ ー ル 型 に 先 端 形 成 し た 5F r セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル2 2 3  

（ 大 矢 印 ） を 使 用 し ， ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 外 頚 動 脈 に 誘 導 し た （ 小 矢2 2 4  

印 ）． セ ル リ ア ン カ テ ー テ ル と 同 軸 に し て 6F r ガ イ デ ィ ン グ シ ー ス2 2 5  

（ 矢 頭 ） を 総 頚 動 脈 に 留 置 し た ．  2 2 6  

D， E :頚 動 脈 狭 窄 は 完 全 拡 張 し た ．  2 2 7  

 2 2 8  
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